
🧪 2026年 ノーベル化学賞解説ポスター 
「分子の『右手』と『左手』を増やせ！〜生命の謎に迫る大発見〜」 

　このポスターは、今年ノーベル化学賞を受賞した「不斉（ふせい）合成」の研究と、分子が持つ「右

手（D体）」と「左手（L体）」の不思議な立体構造について、中学生向けに解説した資料です。 

🏆 受賞した研究者と授賞理由 

受賞者 

• 硤合 憲三（そあい けんそう）博士 
［日本・東京理科大学 名誉教授］ 
 

• アンリ・B・カガン博士 
［フランス・パリ＝サクレー大学 名誉教授］ 

授賞理由 不斉有機合成（ふせいゆうきごうせい）における非線形効果（ひせんけいこうか）お
よび自己触媒作用（じこしょくばいさよう）の発見。 

 

❓ どんな研究？（基本概念の解説） 

1. 分子には「右手」と「左手」がある！（キラリティ） 

　私たちの右手と左手は、形はそっくりですが、掌を合わせずに重ね合わせようとしてもぴったり重な

りません。このように鏡に映した関係（鏡像関係）にあり、重なり合わない性質を化学では「キラリティ

（手性）」と呼びます。 

2. 魔法のような2つの大発見 

●​ カガン博士の発見【非線形効果】 

「右手型」が51%、「左手型」が49%というほんのわずかな差から実験を始めても、特殊な触媒
を使うことで、最終的に「右手型」を100%近くまで一気に偏らせて生成できる現象を発見しまし
た。 
 

●​ 硤合博士の発見【不斉自己触媒作用（Soai反応）】 



　分子自身が「自分と同じ型」の仲間を爆発的にコピーして増やしていく奇跡的な反応（自己触

媒反応）を発見しました。ほんのわずかな「偏り」があれば、それを一気に増幅できます。 
 

📐 図解！Dタイプ（D体）とLタイプ（L体）の立体構造の違い 

　分子の「右手型」「左手型」を専門的にはD体（Dタイプ）、L体（Lタイプ）と呼び分けています。特にタ
ンパク質をつくるアミノ酸や、エネルギー源になる糖（ブドウ糖など）で重要です。 

アミノ酸の立体構造比較（フィッシャー投影式） 

　一番簡単なアミノ酸の一つである「アラニン」を例に、紙の上に平面的に書き表した構造（フィッ

シャー投影式）で見比べてみましょう。中心の炭素（C）に結びついたアミノ基（-NH2）の位置が左右
逆になっています。 

Lタイプ（L-アラニン / 左手型） Dタイプ（D-アラニン / 右手型） 

      COOH​
       │​
 H2N ─ C ─ H   ← (アミノ基 -NH2 が【左
側】)​
       │​
      CH3​
         

「L」は Latin語 の Levo（左）に由来 

      COOH​
       │​
   H ─ C ─ NH2 ← (アミノ基 -NH2 が【右
側】)​
       │​
      CH3​
         

「D」は Latin語 の Dextro（右）に由来 

特徴： 

地球上のあらゆる生物（人間、動物、植物、細菌）のタ

ンパク質を作っているアミノ酸は、ほぼ100%「L体」で
す！ 

特徴： 

自然界のタンパク質にはほとんど使われません（一部

の細菌の細胞壁や抗生物質など特別な場所のみ）。 



 

💡 身の回りにあるD体・L体の面白い違い 

 

 

 

物質の種類 Lタイプ（L体）の性質 Dタイプ（D体）の性質 

アミノ酸（グルタミン酸など） L-グルタミン酸は強力な「うま味」
を感じる（昆布だし等の成分）。 

D-グルタミン酸を食べても味覚受
容体にハマらず、味を感じない。 

糖類（グルコース / ブドウ糖） L-グルコースは甘みはあるが、人
間の酵素で代謝できずエネルギー
にならない。 

D-グルコースは生物の重要なエネ
ルギー源（自然界の糖はほぼD
体）。 

香料（カルボン） L-カルボンはスペアミントの香り
（爽快なハッカ臭）。 

D-カルボンはキャラウェイの香り
（スパイシーな香辛料の匂い）。 



🌟 社会でどう役立つの？＆生命誕生の謎 

1.​ 安全な医薬品をつくる！​

　薬の分子も右手型と左手型で作用が大きく異なります。一方だけが特効薬にな

り、もう一方は副作用を起こすことがあるため、必要な「片方の型だけ」を確実に作

る技術（不斉合成）が社会を支えています。 

 

2.​ 「なぜ生命のアミノ酸はL体ばかりなのか？」の謎を解く！​
　太古の地球で化学反応が起きたとき、最初はD体とL体が五分五分（50%:50%）
でできたはずです。しかし、なぜか地球の生命は「アミノ酸はL体のみ」　「糖はD体
のみ」を選びました（これをホモキラリティと言います）。​
　硤合博士とカガン博士の研究は、「最初のほんのわずかな偶然の偏り（例えば

50.001%対49.999%）が、自らを増やす反応によって一気に100%まで拡大した
のではないか」という生命誕生の最大のミクロな謎に明快な答えを与えてくれまし

た。 
 

💡 五中生へ 
　今回の発見と受賞は「ほんの小さなきっかけが、世界全体を大きく変えていく」という

メッセージのように感じます。 
　目に見えない分子の世界で起きているこのドラマは、化学の面白さだけでなく、私たち

が生きている生命の不思議な成り立ちを教えてくれます。学校の理科の授業で習う「分

子」や「化学反応」の向こう側には、まだ誰も解き明かしていない広大な世界が広がって

いるはずです！ 
　皆さんの中から、様々なことに疑問をもち、解明しようという気持ちを持ち続け、将来に

つなげてくれる人たちが出てくれることを期待しています！！！ 
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